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 審   査   の   要   旨 
本研究によって著者は、2つの PPIに注目し、生物物理学的実験による結合を指標とした化合
物探索法によって、細胞評価においても活性を有する化合物を見出すことに成功した。この一連
の研究は、フラグメントライブラリーやファージディスプレイライブラリーと生物物理学的手
法を組み合わせることが、PPI 阻害薬探索に有効であることを示す点で非常に意義深い。また、
得られた化合物が、明瞭なポケットとは異なるタンパク質構造に対して結合することを示した
ことは、タンパク質科学にも重要な知見を提供している。さらに、各 PPIの性質に応じて、適切
にライブラリーを選択することの重要性を示した点にも重要である。総じて、本論文は PPI阻害
薬の探索手法の実現に向けた先駆的内容を含む内容であり、その科学的意義は高く評価できる。 
平成３１年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
